
150102産業廃棄物処理業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2017 12 7~8
シャワーノズル清掃中、集塵機の梯子から下りる際に手足が滑

り、高さ40㎝のブロック壁の上に落下した。
45 1 391

10

～

29

2 2017 12 17~18

会社内の作業スペースでドラム缶の切断作業中、ドラム缶の蓋

を開けてガス抜き後、ドラム缶を切断しようとプラズマ切断機

のトーチスイッチを入れたとき、ドラム缶の蓋の穴から熱風が

出てきた。

48 11 519
1～

9

3 2017 12 3~4

三方が壁に囲まれている場所に、入口が車両前方の状態で停車

した。 荷台シートの前部分をたたみ、後ろ部分をたたもうとし

て入口を背に向けて作業していたところ、突風が入口から吹

き、シートとともに約3mの高さから落下し負傷した。

62 1 221

50

～

99

4 2017 12 11~12

工場構内（1Fヤード）において、トラックの荷を下ろし、お客

様が帰った後、鉄くずを手に持ち置場へ運んでいた際、置場を

仕切っているH鋼（高さ30㎝×長さ3m、重さ100㎏）が足元へ

倒れ、右足第二趾の付け根に当たり、受傷した。 受傷当日は違

和感があったが歩けたため受診しなかったが、後日痛みが発生

したため受診したものである。

55 5 521

10

～

29

中間処理工場内にて、北ヤードの残土ステージから、重機を下

ろそうとして、腕を伸ばして降りる体勢をとり、降り始めたと

き、重機キャビン内で、被災者自身がその重機の傾斜により体 100



5 2017 12 11~12 のバランスを崩して、窓側へ倒れかけた。 その際、重機のレ

バーが体の一部にあたり、そのレバーの運動により重機のアー

ムが旋回した。 その結果、下降中の重機がバランスを崩して転

倒し、その際、被災者は頭と腰部を打ち被災した。

64 1 142 ～

299

6 2017 12 15~16

一般家庭ゴミの回収作業の動作によるパッカー車への乗り降

り、積み込み作業が原因による腰の痛みと左膝の痛みが発生し

た。

56 19 611

30

～

49

7 2017 12 15~16

お客様構内にて、パッカー車でゴミ回収をしている際、雪で足

が滑り、転びそうになって、反射的に手をついた所がゴミの投

入口で、巻き込み板に挟まれてしまい、左手を負傷した。

52 7 221

30

～

49

8 2017 12 11~12

当社敷地内において、お客様がいらしたのでお客様を案内した

後、所定の作業場に戻ろうとして歩いていたところ、地面が雪

で滑りやすくなっていたため、誤って転倒し、右足首を捻って

負傷した。

57 2 719

10

～

29

9 2017 11
17～

18

RPF（固形燃料）製作時に安定供給の原料が無くなり、成形機

を停止した。 その時に排出ベルトコンベアーの異音に気付いて

ローラーを手で触れた際に、ベルトコンベアーに左腕を巻き込

まれて負傷した。

42 7 224

30

～

49

10 2017 11
16～

17

倉庫にて、1.5?の鉄バッカン（幅1.8ｍ、奥行0.9ｍ、高さ0.9

ｍ）内の廃棄物を選別中、中から取り出そうとした人工大理石

の洗面台（長さ1.0ｍ、幅0.5ｍ、重さ20㎏程）の縁を持って持

ち上げ、左手をバッカンの縁に掛け踏ん張り、右手1本である程

度まで引き出したものの手が滑り落下、洗面台とバッカンの縁

に挟まれる形で左手薬指第一関節を骨折、裂創する。

58 4 529

10

～

29

11 2017 11
12～

13

会社内で、2トントラックの上に乗って鉄を降ろしていた際に滑

り落ち、地面に手をついたため左手首を痛めた。
36 1 221

1～

9

12 2017 11 8～9

路上において、廃棄物回収車にペットボトルを回収作業中、後

方より進行してきた乗用車にはねられ受傷し、救急車で搬送さ 71 17 231

10

～



れたものである。 29

13 2017 11
9～

10

コンテナ置き場にて、発泡スチロールの積み込みの為トラック

の後ろに脚立を足場にするため置いて上り降りしながら作業し

ていたが、脚立を降りる途中でバランスを崩し転倒した。 足を

伸ばして使用するタイプの脚立で、伸ばした際に不安定であっ

た。 胸を圧迫して強打したため第6肋骨1本骨折。 目じりを切り

出血した。

60 1 371

10

～

29

14 2017 11
16～

17

倉庫2階U字型コンベヤ奥に商品が停滞しており、商品を送り出

す為にコンベヤ縁に左足をかけて跨いだ。 その際、内側のケー

ブルボックス上に右足で着地し、内側に捻り転倒した。

50 1 391

300

～

499

15 2017 11
15～

16

トラック積荷の荷卸し中、荷台上でフォークリフトオペレー

ターの誘導を行っていた。 トラック左側より荷卸しをしてお

り、荷台右側に積載してある製品を左側より取り卸し出来るよ

う左側へずらそうとした。 製品金枠の下部を両手で掴み引っ張

ろうとしたが、掴み損ねてしまい、勢い余って2～3歩後ずさ

り、左足をつこうとしたところ荷台を踏み外し、転がるように

落下した。 その際に左手の平をついた為、左橈骨が骨折し、そ

の後肘をついた為、打撲した。

71 7 221

10

～

29

16 2017 11
16～

17

工場廃棄物置場にて、回収してきた廃タイヤをトラック荷台か

ら転がして下ろす作業中に、下ろすタイヤと一緒に荷台から落

下してしまった。 その際、頭部は手をついてかばい無傷だった

が、左足を捻ってしまい靭帯を損傷した。 当日は様子を見てい

たが翌日腫れたため日曜の休日診療を受診した。 当番医が外科

で専門外だったため改めて翌日整形外科を受診した。

26 1 221
1～

9

17 2017 10
16～

（産廃の事業の一環） 高速カッターで塩ビ管（ビニール製・直

径5cm）を1m位にカット作業中、左後ろに置いてある、カット

していない塩ビ管を取ろうと左後ろの方に体を傾けた時、カッ

ターの刃に右膝が当たり負傷。 手動（ハンドルの下にON、OFF 39 8 159
1～



17
のスイッチがあり押すとON（稼働）、放すとOFF）のスイッチ

から手を放したが回転は直ぐには止まらないため、止まりかけ

の回転中の刃に当たる。

9

18 2017 10
14～

15

弊社内で、破砕機投入コンベアーのゴムの部分がめくれていた

ため、カッターでめくれた部分を切り取っている時に手元が滑

り、左ふくらはぎを切った。 出血していた。

46 8 364

50

～

99

19 2017 10
13～

14

給油所にて分離槽清掃中、グレーチング10m分の長さの溝を清

掃するため、グレーチングを右手で持ち上げて左へスライドさ

せた時、指がグレーチングの溝に入ったまま右手薬指を挟ん

で、右手薬指先端を骨折した。

52 7 418

10

～

29

20 2017 10
14～

15

工場内にて、産業廃棄物の仕分け作業中に、パイプにつまずい

て転んで、右手首をついて骨折してしまった。
70 2 521

1～

9

21 2017 10 8～9

幼稚園の前の道路のゴミ集積場所にて、ゴミ袋をいくつか持ち

運ぶ際に、1つ落ちてそのゴミを踏んで転倒した。 左膝を道路

に打った。

68 2 611
1～

9

22 2017 10
16～

17

会社敷地内で、アルミ缶・スチール缶の選別、プレス作業後に

片づけをしている際に、足を滑らせ転倒してしまい、とっさに

左手をついた。 その時はあまり痛みもなかったので、翌日は通

常業務をしていたが、痛みと腫れがひどくなった。

50 2 417

10

～

29

23 2017 10
15～

16

建設業者の倉庫で、当社貸付用鉄製カゴの交換回収業務のた

め、ユニック付8tトラックを市道に駐車し、ごみの入ったカゴ

をユニックで荷台に下し、留め具を外そうと荷台あおり上部に

上がり、左手でカゴ嵩上げに使用されていた板を掴んだとこ

ろ、突然板がカゴの境目で折れ転落し、肋骨第3～5、3本骨

折、全身打撲、擦過傷等負傷した。 転落状況はあおり（90㎝）

から一旦荷台中央のあおり鉄製支柱に臀部から落下、そのまま

脇の下付近（右肋骨）を強打し、荷台下の地面（荷台高さ1m）

45 1 221

10

～

29



に後ろ向きのまま頭部から落ち全身を強く打ったもの。 なお作

業中はヘルメットを着用していたため頭部の異常は認められな

かった。

24 2017 9
13～

14

当社構内の屋内処分場にて、二重ガラスサッシを地図に置き、

しゃがみ込んだ姿勢で、右手にゴム手袋をした上でハンマーを

持ち、ガラスの破砕作業を行っていた、サッシの右端のガラス

を破砕する際、力を込めハンマーを振り降ろしたところ、ガラ

スを割った勢いが止まらず、サッシに残っていたガラス破片に

右手中指が当たり裂傷を負ったものである。

56 8 529

10

～

29

25 2017 9
15～

16

当社工場にて、ペットボトルの選別作業中パレットの準備作業

をしていたところ、同僚の運転するフォークリフトが圧縮した

ペットボトルを積んだパレットを2段に重ねようと荷を上げ前進

しつつ右へ旋回したところ、誤ってフォークリフト左後方にい

た被災者の左足を轢いてしまい負傷した。

56 7 222
1～

9

26 2017 9
13～

14

当社中間処分場に於いて収集してきたアルミ缶をコンテナ用収

集箱から取り出す為コンテナの後ろドアー開き、下にある止め

ドアーの片方を外し、反対側も外したとき、足元に落ちてくる

ので、気にはしていたが他に気劣られていたときに右足に落ち

右足人差し指先端を骨折負傷した。

67 4 521

10

～

29

27 2017 9
12～

13

当社中間処理場において収集した廃棄物を降ろす為にトラック

から降りる際、右足がゴミの上に着地したので滑ってしまい、

右足を外側へ挫いて骨折した。

33 2 221

50

～

99

28 2017 9
16～

17

1系焼却炉内において、焼却炉停止時の炉内清掃作業にて、ばい

じんの堆積物除去作業をしているとき、煙道壁に堆積したばい

じんの塊が落下し、作業員の背中に直撃した。 肋骨、骨盤等の

骨折、骨折により肺を損傷および倒れ込んだ際に火傷を負っ

た。

34 4 529

30

～

49

10



29 2017 9
13～

14

鉄工場で鉄を切る機械（足で踏む）を使い鉄を右手で持って

切っている時に、破片が目に飛んできて右目を負傷した。
30 4 159 ～

29

30 2017 8
14～

15

敷地内において、被災労働者が袋詰めされたものを動かすとき

に、別の労働者が、合図を確認せずにユンボを動かし、右手示

指を挟んで負傷した。

65 7 149
1～

9

31 2017 8
16～

17

車両置き場に自社トラックで引き取った車両の荷下ろしに行っ

たあと、車両置き場内にて商品の確認作業をしようとしていた

ところ、当該トラックから荷下ろし作業を行っていたフォーク

リフトがバックしてくる際に接触し、負傷した。

74 6 222

10

～

29

32 2017 8
9～

10

被災者が、会社の場内において、重機（マグネット機械）を整

備していた際、近くで同僚の従業員が散水車（4t）に水を入れ

ていた。 その際、散水車の停止場所が少し下り坂になっていた

ためか、水の重みで自然と車がバックをし始めた。 同僚従業員

は慌ててブレーキを踏んだが、エアブレーキのためか直ぐには

ブレーキが効かず、被災者が重機と散水車の間に挟まれ負傷し

た。

59 7 221

10

～

29

33 2017 8
10～

11

荷下ろし車両待機場で車両を停車させ、車両の右前でコンテナ

シートを畳んでいたとき、ホイールローダーが積込みに向かう

途中に、被災者の車両横に停車し、シートを畳み終えるのを

待っていた。 シートを畳み終えた被災者が立ち上がったとき

に、ホイールローダーのバケットが背中に当たり、転倒した。

53 3 225

50

～

99

34 2017 8
14～

15

トラックターミナル内で、廃棄物（木製パレット）を2tトラッ

クへ積込中、荷台後方で木製パレットを移動して引きあげよう

とした際、足場が狭かったためバランスを崩し、2.0m位の高さ

から落下し、右足踵を骨折した。

48 1 221

30

～

49

35 2017 8
14～

15

当社中間処理施設のプラント構内を歩行中、置いてあったアス

ファルトガラに気付かずに躓き、右足を負傷したものである。
46 2 523

30

～



49

36 2017 8
17～

18

No.2投入コンベア荷卸スペースにて、10tアームロール車から梱

包物の荷卸しを行う作業中、荷降ろしを行うため、左後方部で

後方扉を開放した後、トラック前方に向かうとき、荷が落ちて

こないだろうと思い、安全にトラック前方から回り込むのでは

なく、横着してトラック後方を通行した。 真後ろの上部を見ず

に移動したところ、積み荷の圧縮梱包物が不意に左足甲に落下

した。

43 4 611

10

～

29

37 2017 8 6～7

材料の木くずをホッパー機に投入し、ホッパー高さ3.23m内の

材料の状況を確認するため脚立（高さ2ｍ）に昇ってホッパー内

を目視し確認した所、バランスを崩し脚立がグラつき倒れそう

になったので脚立から飛び降りたが、下が鉄板だったこともあ

り、右足をひねり、腰を強打した。 腰椎圧迫骨折、右踵骨骨折

と判明し右踵を手術することとなった。

55 1 371

50

～

99

38 2017 7 11~12

整備工場内でミキサー車ドラム内のコンクリートの斫り作業中

に、点検口（直径43cm）からドラム外へ出て下りる際に、高さ

35cmの木製の踏み台へ右足を乗せたところバランスを崩して転

倒した。 転倒時に右手を地面につき骨折した。

36 2 371

30

～

49

39 2017 7 13~14
5号車で収集業務中、信号の無い交差点で車と衝突し、首を痛め

た。
45 17 221

30

～

49

40 2017 7 6~7

工場の機械修理のため、機械の上へはしごを使って上がろうと

した時、はしごの下にフレコン袋3個が積んであり、その上に登

ろうとし、足を滑らせ左足膝を損傷した。

55 1 611
1～

9

41 2017 7 22~23

廃棄物焼却施設内の供給コンベア上の投入ゴミが大きく絡ま

り、搬送されなくなりゴミを外部へ掻き出す作業を行った。 作

業終了後、左ひざに若干の違和感があり、その後左ひざを曲げ

ると強い痛みに変わっていた。 左ひざ内側側副じん帯捻挫と診

49 19 921

10

～

29



断され、3週間左足を安静にする様医師から指示を受けた。

42 2017 7 11~12

産業廃棄物を荷台に積み込みをしていた際、荷台がいっぱいに

なり荷台の後ろから飛び降り地面に着地した。 この時、左足首

を負傷した。

72 3 417
1～

9

43 2017 7 17~18

当社のリサイクル事業場において、タイヤショベルのエッジを

反転するため、ボルト取り外し作業中、ボルトが折れ、重さ

10kgのエッジが高さ約50cmより右足甲に落下し負傷したもの

である。

63 4 141

10

～

29

44 2017 7 21~22

当社工場にて大型トラックへ木材を載せた際、後方扉より一部

の木材が出ていたため、木材を荷台へ押し込むため扉から登

り、作業後降りる時に過って手足を滑らせ、1m位の高さから落

ち踵を負傷してしまった。

30 1 221

30

～

49

45 2017 7 7~8

工場内の圧縮梱包機周辺で飛散した廃プラスチックのゴミをエ

アーガンで清掃していたところ、機械の下に潜り込み機械の可

動部まで進入してしまい、自動運転で動き出したフィルム梱包

機の回転運動に被災者の頭部が挟まれてしまい負傷してしまっ

た。

28 7 169

100

～

299

46 2017 7 11~12

営業所へ当社、廃棄物中間処理場で使用する重機の修理点検が

終了したため、回送車にて向かい、車に積み荷台上の重機より

降りた際に機械の手摺につかまりそこないバランスを崩し、飛

び降りてしまい負傷した。

67 1 221

30

～

49

47 2017 7 16~17

ごみ搬入者が忘れ物（車荷台シートカバー）を取りに来た時、

置き場所のプラットホーム内、旧第1ゲート前に案内中に足を滑

らせ転倒し、負傷した。

54 2 417
1～

9

48 2017 6
14～

15

会社倉庫内で、自動古畳切断機を使用して畳を切断中に、切断

機では切れなかった糸等をカッターナイフで切っていたとこ

ろ、切断機の刃を動かすための回転しているシャフトに指が巻

き込まれた。

57 7 169

100

～

299



49 2017 6
10～

11

産廃回収作業の為、2Fの事務所より廃品を下ろしている最中に

階段で左足をひねり、3段程下に落ちたところで足を踏ん張った

為、その衝撃でくるぶし辺りを剥離骨折し、また腓骨上部も骨

折した。

42 19 413

30

～

49

50 2017 6
10～

11

家庭用一般ごみの回収のため、パッカー車で市内巡回中、ごみ

をパッカー車へと投棄作業をしている際、体勢を崩して倒れそ

うになったので、咄嗟に右手を側溝の蓋（鉄製）の尖った一辺

が浮き上がっていたところに着いてしまい負傷した。

15 2 418

30

～

49

51 2017 6
11～

12

自社構内で廃棄物分割作業の休憩中、荷物に掛けていたシート

に躓いて転んだ。
63 2 417

10

～

29

52 2017 6
13～

14

当社作業所において、長さ1m位の塩ビのパイプに十字に取り付

けられているパイプを外す為、塩ビのパイプを足で踏み、十字

に付いているパイプをハンマーで叩いたところ、外れたパイプ

が飛んで来て、右目瞼に当たり負傷した。

75 4 364
1～

9

53 2017 6
15～

16

弊社工場内において、車から荷物を降ろしている際、積荷が崩

れて左胸部と脇腹に当たった。市販の湿布を貼り暫く様子を見

たが、痛みが引かなかった。

41 4 611

30

～

49

54 2017 6
10～

11

収集場所に到着し、積み込みをして暫くした時に、右膝を捻っ

た感じがし、その時は痛くはなかったが、家に帰ってから強い

痛みがあり、病院に行った。 ゴミをパッカー車に積み込もうと

して、横に体重移動をした時に右膝を捻った。 時間が経ってか

ら痛みが酷くなった。

58 19 921

50

～

99

55 2017 6
15～

16

産業廃棄物中間処理施設の木くず破砕機排出口で、破砕後の木

くずを受けるフレコンバッグを取り外し、木くず受けを他の作

業員が木箱に変更しようとしている時に、木箱が脇にあること

に気付かず振り向き、痛めていた肘が木箱に接触したものであ

51 3 611
1～

9



る。

56 2017 5
11～

12

産廃処分場内にて場内片付け中、杭木を手で持ち上げようとし

たが、持ち上がらずに手を放した際に左手中指を枕木と地面の

間で挟んでしまった。

50 7 379

50

～

99

57 2017 5
14～

15

工場内における荷物の引取り作業中、引取りの鉄板

（300×500）をバッカン（引取り等）に移すために、フォーク

リフトを使用し、移し替えの作業を行っていた。 その際にバッ

カンが車輪付きの為、バッカンが動かない様に右手でバッカン

を掴んでいたところ、鉄板が滑ってきてバッカンと鉄板の間に

右手の薬指・小指・中指が挟まれ骨折した。

27 7 521

50

～

99

58 2017 5
13～

14

荷下ろし先にて、大型車から木箱の荷物を下ろす作業中、木箱

が後ろのアオリに引っ掛かってしまっていた為に、木箱を外そ

うと重機にて木箱を上げて、その間にアオリを開けようとした

際にアオリが勢いよく開いてしまい、左手を挟んで薬指・小

指・甲を強打した。

29 7 221

10

～

29

59 2017 5
9～

10

駐車場でトラックの荷台から降りようとした時に足を滑らせ荷

台から転落し、左手をついた。
67 1 221

1～

9

60 2017 5
13～

14

当社廃棄物処理場において廃棄物を分別していた際、鋭利な刃

物があったために左人差し指および中指を切ってしまった。
67 8 911

30

～

49

61 2017 5
20～

21

作業現場にトラックを停めるためトラックの後ろで後退を誘導

中、縁石に接触する為に停止するよう声を発したが停止せず、

トラックと縁石の間に左足を挟まれ、左足膝下を骨折した。

38 17 221

100

～

299

62 2017 5 8～9

当日荷主先（被災地）にて10tトラックに廃石膏ボードを積み込

み、荷台上でシート掛けの作業中、荷台後方でシートを引っ張

り荷台のふちに足をかけていたところ、雨で足が滑り落下し

（約3.2m）、全身を強打負傷したものである。

40 1 221

10

～

29



63 2017 4
14～

15

ユニットのリビング内を歩行していた際、濡れていた床に足を

滑らせ転倒し、臀部を強打した。 痛みはあったが仕事を続けた

ところ我慢できなくなり、その後、椎間板ヘルニア・仙骨関節

炎となった。

31 1 371
1～

9

64 2017 4
9～

10

パッカー車の清掃作業中にパッカー車ゲート内に右手を入れた

まま起動スイッチを入れてしまい、ドラムが廻り右手薬指を巻

き込み負傷した。

47 7 221

10

～

29

65 2017 4
11～

12

集荷作業中、集荷した内臓脂（60－70kg）が入ったかごを順に

パレットに乗せていた際、かごを持ち上げたところ腰部を負傷

した。

56 19 611
1～

9

66 2017 4
15～

16

事業所内にて、リサイクルするため運ばれてきたパチンコ台を

トラック荷台後部で1台ずつ検品作業中、同パチンコ台がバラン

スを崩して転倒し、咄嗟に身体を避けようとした際に誤って左

手甲及び左側頭部に当たった。

33 6 612

50

～

99

67 2017 4
17～

18

工場焼却施設で灰出し作業時に水蒸気爆発が発生し、灰出し機

の表の扉が開き本人が熱風を浴び、熱傷（両手、顔面、両大

腿）を負った。 原因は、前日に搬入のあった鉛筆、カーボンを

焼却処分したことによるものである。 カーボン素材のものが炉

内で高温に熱せられて炉床に溜まり、灰出し時に灰出し機の水

槽に高温のカーボンが大量に落下し、水が急激に熱せられ水蒸

気となり、爆発的に体積が上昇してしまった。

36 14 391

10

～

29

68 2017 4 8～9
ゴミのコンテナを両手に3個ずつ（10ヶ位）持ってトラックへ

運ぶ途中、道路の段差につまずき、右足首を酷く捻った。
22 3 418

500

～

999

69 2017 4
15～

16

当社作業場にて（陶磁器ガラスゴミ置場）、包丁を踏んでしま

い左足底部を負傷した。
45 8 519

30

～

49

10



70 2017 4
11～

12

パッカー車で棚板をまきこむ時に、反動で棚板が跳ね返り、顎

に接触し骨折した。
58 6 221 ～

29

71 2017 4 8～9

廃棄物処理工場内の圧縮機で圧縮作業中、圧縮機のアームが出

てきた際、破砕済みビニールがあったため取り除こうとしたと

ころ、機械に手袋が引っ掛かりそのままもって行かれ、右手首

関節を不全切断した。

37 7
1～

9

72 2017 3 10~11

リサイクルセンター内で産廃ゴミを選別中、トン袋に入ってい

たオイル缶を（潰れている、中小缶、アルミ製）鉄類の置き場

へ置くため、取り出していたところ（作業中はゴム手袋を着

用）、手に持った缶が鋭利にとがっていたため、左手小指の先

を裂傷した。

53 8 911

30

～

49

73 2017 3 17~18

資材置場にて鉄板に付いた木板を剥がしていた時、鉄板と木板

の間に工具と手を入れ、持ち上げようとした所、工具が不安定

で手の方に動き、工具の刃が指に刺さった。

53 8 364
1～

9

74 2017 3 16~17
作業終了の為にバレテーナ（鉄製折りたたみ式収納用カゴ）を

片付けていたところ、何台目かを移動する時に腰痛を覚えた。
25 19 611

10

～

29

75 2017 3 14~15

移動のため、収集車（4tトラック）を運転中、信号を北に抜け

ようと、最後尾にて信号待ちの停車をしていたところ、後ろか

ら軽トラックに追突された。 ブレーキ痕が無く、ほとんどノー

ブレーキといえるスピードで追突されたためか、衝撃で体が強

く揺すられた。

41 17 221

30

～

49

76 2017 3 15~16

本社工場内で、箱の中に入っている鉄屑をクレーンの下へ出し

ている作業中、箱の中に古い機械が入っていたので取り出そう

としたところ、その機械に切りカスがついていたため、指を切

り出血した。

66 8 521

10

～

29

構内のゴミ集積場より小走りで移動中、事務所前スロープ横の
1～



77 2017 3 14~15 段差に左足のつま先を引っかけて体勢を崩し、前のめりに転倒

し、左橈骨末端骨折を負った。

58 2 416
9

78 2017 3 16~17
構内で作業中、バケットから下りようとしたとき、手元が滑り

右足から滑り落ち、右足を捻った。
31 1 141

100

～

299

79 2017 3 10~11

ごみBOXからごみ袋を取り出す作業中、左手でBOXのふたを上

に持ち上げ支え、右手でごみ袋を取り出す際に、ごみ袋の重み

に気を取られ、左手を放してしまい、前かがみの状態の首へ

BOXのふたが落ちてきた。

34 6 379

100

～

299

80 2017 3 9~10

病院からの回収作業中、裏出入口から廃液の入った20?ポリタン

クを1本ずつ持ち、駐車場に止めている車に向かうため、緩やか

な土手1m位の高さから上る途中で、左足ふくらはぎからバキッ

と音がして衝撃を受けた。

53 19 921

50

～

99

81 2017 2 14~15

リサイクル工場内において、収集したビニールをフレコンバッ

グに入れる作業中、フレコンバッグ（ビニール共で重さ10㎏）

の紐を両手で持ち、後ろ向きで引っ張り移動していたところ足

がもつれ後方に倒れ、尻もちをついた際に胸椎を負傷した。

63 2 417

30

～

49

82 2017 2 8~9

ヤード内において、木くずを運び出す為、10tコンテナに木くず

を積載し、シート掛け作業中、足元の積荷がずれて、バランス

を崩し、コンテナ上部から約2m下の地面に落下した。 救急車

にて病院に搬送した。

53 1 611
1～

9

83 2017 2 16~17
自社敷地内にて、自社トラックから降車する際、ひじ掛けに手

をついて降りようとしたら右手中指の筋が断裂した。
48 3 221 ―

84 2017 2 14~15

中間処理工場内で仕分作業中、木くずを投げて仕分けしてお

り、ヘルメットもかぶらず周囲も確認せず木くずをなげ、被災

者の顔に当たり怪我をした。

22 4 522
1～

9

回収先事業所で、段ボールの改修作業中にパッカー車巻き込み



85 2017 2 15~16
口にダンボールが挟まったため、押し込もうと手を差し出した

ところ、右手が挟まり、巻き込まれた。 右手甲の皮がはが

れ、3本の骨折をし腱の断裂となった。

42 7 221 ―

86 2017 2 14~15
10t車のコンテナの上に乗って、シートを掛ける作業をしていた

時に誤って転落し、左手の手首のところを骨折した。
57 1 391

1～

9

87 2017 2 8~9

ダスト減容機の飛散防止BOX上で詰まりの除去を行っていたと

ころ、蒸気にあおられバランスを崩し、BOX上より落下し、足

をついてしまった。

60 1 169

30

～

49

88 2017 1
14～

15

弊社の破砕ラインで作業中、ドラム式磁選機の駆動チェーンに

金属片が引っかかっているのを見つけ、それを取り除こうと左

手で金属片を掴んだ際に巻き込まれてしまい、左手甲から薬指

周辺を負傷した。

34 7 169

10

～

29

89 2017 1
14～

15

工場内での荷降ろし中、ウイング車の積荷（ダンボール）を荷

台の上で引っ張り出そうとしたところ、ダンボールが破れたた

め体勢を崩しそのまま落下して、腰部他を強打した。

53 1 221

50

～

99

90 2017 1
15～

16

敷地内にて、廃棄物をのせている10tトラックコンテナ車から廃

棄物を降ろす為にあおりを開ける際、あおりを止めている固定

ピンが固く、木の棒で固定ピンを下から叩き、そのピンを抜い

た際に勢いよくあおりが開き、あおりの一部が左頬に直撃し、

鼻から出血し、左頬骨を骨折した。

52 6 221

30

～

49

91 2017 1
14～

15

フォークリフトに乗る前に、運転者名の名札（車庫入口から

1.8m先）を取りにフォークリフト置場の倉庫に入った。 その

時、フォークリフトと車庫の壁の間が狭く（45cm）、横向き

（カニ歩き）で名札を取って倉庫から出るところで、左足が突

起物（15mmの段差）に当たり、倒れこむときに右足で支えよ

うとして、右足を捻った。

48 2 419 ―

当日は、朝から気温が下がり、昨日の雪が残っており構内の路

面が凍結状態であった。 朝礼、終了後、休憩室から作業場へ移



92 2017 1 8～9
動中凍結している所に足を滑らせてしまい、尻もちをついた状

態で転倒し、その際に支えた手（左手）を負傷した。

54 2 419 ―

93 2017 1
11～

12

粗大ごみの荷下ろし中、トラックの荷台に乗ろうとしたとこ

ろ、鉄製の床が濡れていたため足を滑らせ、尾てい骨を強打し

た。

67 2 416

50

～

99

94 2017 1
14～

15

塵芥車の屋根に積んである荷物を整理するために屋根で作業

中、車のサイドブレーキの引きが甘かったため車が動きだして

しまった。 車を停めようと屋根から飛び降りた時に左足のかか

とを骨折してしまった。

37 3 417
1～

9

95 2017 1
17～

18

荷下ろし作業中、物を取るためトラックから降りようとした

ら、あおりに足が引っ掛かり転倒し、あおりに腹部を強打し

た。

46 2 221 ―

96 2017 1 8～9

トラックに積み込んでいた廃棄物を降ろす為に、後ろの荷台を

開けたら木枠（1mぐらいの四角）が落ちてきて鎖骨辺りにぶつ

かった。

50 4 522

10

～

29

97 2017 1 8～9

4トントラックに廃棄物コンテナを積み込むため、後輪に右足を

のせてクレーン作業をしていたとき、飛散防止用の網を押さえ

ていたゴムに片足が絡まり、それを取ろうとして右足がタイヤ

から滑り落ち、足を着いて転倒をし、骨折をした。

51 1 221

10

～

29

98 2016 12
12～

13

廃棄物の中間処理場で、重機を使って木製のパレットを破砕し

ていたところ、うっかりしていて作業員が近付いてしまい、木

片が口に当たり負傷した。

44 4 145

10

～

29

99 2016 12 8～9

敷地内で、作業に出発するため車両のエンジンをかけた。車両

にエンジンをかけ、ギアをニュートラルに戻し、車両から降り

た際に車両が動き出した。並列で駐車してあった車両に接触

し、接触時に双方の車両に挟まれた。

62 7 229

100

～

299

リサイクル工場内、産業廃棄物・廃プラスチックなどの仕分け



100 2016 12
14～

15

場所にて、収集運搬してきたコンテナ内の廃棄物の仕分け作業

中、コンテナの中身が少なくなってきたので、3方の扉を開け、

中の廃棄物を片付けるため、下方の扉を開ける際、扉が開く場

所に右足を置いたまま扉を留めているフックを外した。その際

に扉が開き、右足に当たり負傷した。

61 6 379

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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